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１．研究計画の概要 
本研究は、山間丘陵地域の農山村や離島地

域、都市における急傾斜丘陵地域、災害被災
地域など、地理的条件や交通条件等が悪く、
人びと、とりわけ高齢者や障害者の日常生活
の維持や移動に支障が生じやすい地域を「居
住条件不利地域」「居住条件不利地区」とい
う概念で捉えて、そうした地域・地区で暮ら
す人びとの生活構造、地域文化やコミュニテ
ィの構造を明らかにした上で、居住条件不利
地域・地区における住民生活とコミュニティ
の維持・再生方策を探るとともに、政策提言
を行なっていくことを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
初年度の２００６年度は調査対象地の選

定を目的として、長崎県長崎市・佐世保市、
福岡県行橋市、広島県呉市・尾道市、香川県
土庄町（豊島）、香川県上勝町を候補地とし
て選定して、各地域を訪問し、行政機関およ
び地元住民代表への聞き取りおよび資料の
収集を行なった。２年目の２００７年度は、
そうして選定した長崎市・呉市・尾道市・土
庄町において行政機関および地元住民代表、
地域組織等へ聞き取り調査と資料の収集を
実施した。 
３年目の 2008 年度は、各分担による調査

を展開した。とりわけ主要な研究対象地とし
広島県呉市と長崎県長崎市を位置づけた。呉
市は斜面地域および外国人集住地区、長崎市
は斜面地域を研究対象地区とし、とりわけ両
市において斜面地に居住する住民調査を実
施することを目的とした。そして広島県呉市
の斜面地区を２００８年度の住民調査対象
地として位置づけ、調査票調査案を地元住民

の代表とともに検討した後に修正した調査
票を用いて、呉市両城地区の住民（世帯）を
対象にした調査票調査を実施した。さらに同
地区において実施した調査票調査で十分に
把握しきれなかった斜面地居住の地域住民
の詳細な生活状況に関して、個別の世帯を２
０世帯程度選定して、訪問聞き取り調査を実
施した。 

さらに４年目の２００９年度に調査票調
査を予定している長崎市の斜面地区２箇所
に関して、長崎市役所において聞き取り調査
および調査協力を依頼するとともに調査対
象地区の一つを訪問して、調査票調査の実施
に向けた地元住民代表との打ち合わせおよ
び聞き取り調査を実施した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
本研究における調査活動は、当初の研究計画
に従っておおむね順調に進展している。研究
成果がやや少ないが、最終年度の本年度およ
び次年度以降に順次発表できると考えてい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ２００８年度に実施した呉市の斜面地区
調査のデータの分析を急ぐとともに、長崎市
の 2 ヶ所で住民への調査票調査を実施し、デ
ータの集計分析を実施する。呉市の外国人集
住地区および土庄調査は進捗しているので、
長崎調査の分析が終了した後、これらの調査
結果を合わせて報告書の作成をめざしてい
る。 
 



 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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